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e) ロータリ・ノブを回して "GSM" を選択します。

f) "GSM" ドロップダウン・リストを開き、同様にして GSM850/900 リストを選択

して GSM TU 3 (12Path) を選択します。

g) ロータリ・ノブを押して選択を確定します。

フェージング・シミュレーションが、"GSM TU 3 (12Path)" 規格プリセット値

に設定されます。

セットアップ例
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h) ロータリ・ノブを回して Virtual RF フィールドを選択します。

i) ロータリ・ノブを押して、編集モードをアクティブにします。

j) テンキーと単位キーを使用して周波数値 904.5MHz を入力します。

k) ロータリ・ノブを回して "State" フィールドを選択します。

l) ロータリ・ノブを押して GSM フェージング・シミュレーションをオンにしま

す。

m) DIAGRAM キーを押して、完成したブロック・ダイアグラムを表示します。

セットアップ例
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"Fading" ブロックが青色に表示され、有効になっていることが示されます。ま

た、"On" チェックボックスにチェックが入っています。"I/Q OUT" ブロックは、

まだアクティブになっていません。"Winbar" の表示項目を見ると、"Fading" ダイ

アログがバックグラウンドで開いていることが分かります。ダイアログを最前面表

示に戻すときは、"Winbar" で "Fading" ソフトキーをクリックするか、または

"Fading" ソフトキーの下にある KEY を押します。HIDE を押すと、メニューが最

小化されます。

4. I/Q 信号出力を選択し、アクティブにします。

a) ロータリ・ノブを回して "I/Q Out" ブロックを選択します。

セットアップ例
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b) "config..." ボタンを押して "I/Q Out Settings" メニューをオープンします。

c) ロータリ・ノブを回して "Analog I/Q Output Settings" を選択します。

d) ロータリ・ノブを押し、そのダイアログをオープンします。

セットアップ例
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e) アナログ I/Q 出力信号をオンにします。

f) DIAGRAM キーを押して、完成したブロック・ダイアグラムを表示します。

"I/Q Out block" が青色に表示され、有効になっていることが示されます。ま

た、"On" チェックボックスにチェックが入っています。現在使用している信号出

力が、I 成分と Q 成分の出力シンボルで示されます。Winbar の表示項目を見る

と、Analog I/Q Out Settings メニューがバックグラウンドで開いていることが分

かります。メニューを最前面表示に戻すときは、Winbar で "Analog I/Q Out

Settings" ソフトキーをクリックするか、または Analog I/Q Out Settings ソフ

トキーの下にある KEY を押します。

HIDE を押すと、メニューが最小化されます。

5. I/Q 信号のグラフィック表示を選択する

a) ロータリ・ノブを回して "Graphics" ブロックを選択し、メニューをオープン

します。

b) ロータリ・ノブで "State On" を選択し、I/Q ダイアグラムの表示を起動しま

す。

セットアップ例
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出力信号がグラフィック表示されます。 これは、ダイアログと同じ方法で最小化

やリコールができます。

セットアップ例
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4 マニュアル操作
R&S AMU は、ブロック・ダイアグラムやメニュー・ツリーを使用してインタラクティブ

なマニュアル操作が可能です。すべてのメニューは、同じ方法で操作できるウィンドウ

形式です。ロータリ・ノブ、キーおよびソフトキー、あるいはそれらの代わりにマウス

を使用して、入力項目や設定項目に効率的にアクセスすることができます。

シグナル・ジェネレータの現在の状態は、ディスプレイに分かりやすく表示されます。

グラフ、スペクトラム、ベクトル・ダイアグラムなどを呼び出して、出力信号の確認す

ることができます。さまざまなヘルプ機能によって、信号の設定作業をサポートしま

す。

この章では、シグナル・ジェネレータのマニュアル操作に関するコンセプトを説明しま

す。 ダイアログ・ボックスの一般的な構造、ダイアログ・ボックスやブロック・ダイ

アグラムの操作、パラメータの設定などを紹介します。

ダイアログ・ボックスおよび本機の機能に関する詳細説明については、オペレーティン

グ・マニュアルの「本機の機能」のセクションを参照してください。

4.1 主な特徴

R&S AMU のマニュアル操作コンセプトは、ユーザができるだけ感覚的に分かりやすい方

法で操作・設定でき、同時に、出力される信号の特性と本機の状態が常に表示されるよ

うになっています。 また、充実したオンライン・ヘルプ機能によって、ユーザの設定

作業をサポートします。

ブロック・ダイアグラム

操作コンセプトの中心的役割となっているのがブロック・ダイアグラムです。

グラフィック表示では、現在の設定および信号フローをブロック・ダイアグラム形式で

示します。表示されるグラフィック・エレメントを使用して操作することができます。

矢印キーでエレメントを選択し、ENTER を押して関連する設定機能を呼び出します。必

要なメニューとグラフがブロック・ダイアグラムに表示されます。DIAGRAM（CTRL+D）

キーを押せばいつでもブロック・ダイアグラムを最前面に表示することができます。

レベルの表示

ベースバンド信号の主要特性である PEP とレベルは、画面のヘッダ部（ステータス・

バー）に常に表示されています。BASEBD LEVEL キー（CTRL+R）を押すと表示フィール

ドで直接設定することができます。各値を変更すると、対応する値もそれに合わせて変

更されます。挿入損失やクレスト･ファクタなど、パラメータに関する補助情報が対応

するパスに表示されます。

 

 

主な特徴
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グラフィック・ユーザ・インタフェースによる操作

● 機能ブロック

ブロック・ダイアグラム内の機能ブロックごとにメニューが割り当てられていま

す。機能ブロックは、信号生成機能の各要素を表しています。青色のフレームで示

された機能ブロックは、TOGGLE ON/OFF（CTRL+T）キーで直接オン／オフ の切り替

えをすることができます。ハイライトされている機能ブロックのメニューは、

ENTER キーを押して呼び出すことができます。

– 例：

"Baseband" ブロックには、ベースバンド信号の設定に必要なメニューが含まれ

ています。

このブロックで、デジタル規格とデジタル変調を選択することができます。

● 信号フロー

機能ブロック間の信号フローや使用されている入出力部が表示されます。

● メニュー・ツリー

メニュー・ツリーは、MENU（CTRL+M）キーでオープン／クローズができます。 メ

ニュー・ツリーは、Windows のディレクトリと同じ構造になっています。 機能ブ

ロックは最上位のディレクトリに対応し、メニューはサブ・ディレクトリに相当し

ます。

Windows コンセプトに対応した操作

親しみやすい環境で操作できるよう、Windows のユーザ・インタフェースのような操作

方法を採用しています。メニューやテーブルはどれも、選択リスト、チェック・ボック

ス、入力フィールドなどのエレメントで構成されています。

青色のフレームは、選択した項目がアクティブであることを示します。 ハイライトさ

れているエレメントでは、入力を行うことができます。

主な特徴
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ロータリ・ノブ

フロント・パネルのキー、外部キーボードやマウスによって、操作を行うことができま

す。ほとんどの設定はロータリ・ノブによって簡単に設定することができます。

● ロータリ・ノブを回すと、エレメント間を移動して目的のエレメントが選択できま

す。

● ロータリ・ノブを押すと、選択した入力フィールドがアクティブになります。

パラメータに応じて、サブメニューの呼び出し、数値の増減、リスト項目の選択、

チェックボックスのオン／オフの切り替え、などの操作が可能になります。

● 数値を入力した場合は、ロータリ・ノブをもう一度クリックすると入力値が保存さ

れ、編集モードが終了します。

サブダイアログによる設定

それぞれのダイアログやサブダイアログに対して個別のウィンドウが開きます。各ダイ

アログはそれぞれ単独で操作することができます。つまり、どのダイアログも、他のダ

イアログの設定完了を待つことなく、閉じることができます。これによって、柔軟に操

作することができます。

Winbar

Winbar に各メニューの概要が表示され、メニューへのアクセスが簡単になります。

メニューはブロック・ダイアグラムの前面に表示されますが、HIDE（CTRL+H）キーで最

小化（画面下部の "Winbar" にボタンとして表示）することができます。

最小化したメニューは、REARR（CTRL+A）キーで元のフル･サイズ表示にすることができ

ます。これにより、画面上に他の表示に必要なスペースを確保し、かつ、設定メニュー

にいつでもアクセスすることができます。

シンプルなキー操作

R&S AMU のフロント・パネルにあるキーは、一度の操作で機能を実行するものがほとん

どです。

キーを押すだけで設定を行うことができるため、操作が容易になります。例えば、CLOSE

（ESC）キーはアクティブなメニューをクローズします。BASEBD ON/OFF（CTRL+R）キー

はベースバンド出力信号のオン／オフを切り替えることができます。

主な特徴



マニュアル操作R&S®AMU200A

86クイック・スタート・ガイド 1402.5200.18 ─ 06.01

例外は、メニューを呼び出すキーです。本機のメニュー・ツリー全体を呼び出す MENU

（CTRL+M）キー、本機の基本的な設定を行うためのメニューを開く SETUP（CTRL+E）キ

ー、ファイル管理用のメニューを開く FILE（CTRL+S）キーなどです。

ユーザをサポートするヘルプ機能

さまざまなヘルプ機能によって、信号の設定作業をサポートします。

● 値の範囲

数値パラメータのフィールドには、それぞれの有効設定範囲が表示されます。これ

は、入力フィールドををアクティブにすると数秒後に、有効範囲が自動的に表示さ

れます。

入力した値が許容範囲を外れていた場合、それに一番近い許容値が自動的に設定さ

れ、メッセージが出力されます。

● 操作状況に対応したヘルプ

各パラメータに対し、操作に対応したヘルプを HELP または F1 キーで呼び出すこ

とができます。

● 総合的なオンライン・ヘルプ

各ヘルプ・ページとも、総合的なオンライン・ヘルプ機能の一部であるため、 イ

ンデックスや、目次ツリー、"Previous/Next" ボタンで呼び出すことができます。

現在の状態を示すメッセージを Info 行に表示

画面のヘッダ・フィールドには、ステータス・メッセージ、エラー・メッセージ、警

告、情報など、さまざまなメッセージが表示されます。メッセージについて、INFO（CTRL

+I）キーで関連するヘルプ・ページを呼び出すことができます。ヘルプ・ページでは、

メッセージに対する基本的な情報と必要な操作手順が示されます。どのメッセージにつ

いても、それについて説明したオンライン・ヘルプを HELP（F1）キーで呼び出すこと

ができます。

主な特徴
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データ構造のグラフィック表示

ベースバンド信号の構造が、各メニューにグラフィック表示されます。信号エレメント

をグラフィックで選択することができます。

制御信号の定義のためのグラフィック・エディタ

制御信号もグラフィックで設定することができます。

出力信号をダイアグラム内にグラフィック表示

出力信号を、ダイアグラムにグラフィック表示することができます。これにより、信号

特性を迅速に確認することができます。ズーム機能と基準トレースの追加機能によっ

て、解析装置を外付けしなくても詳細な評価を行うことができます。

主な特徴
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4.2 ディスプレイ

ディスプレイは、シグナル・ジェネレータの設定状態を示し、直接操作が可能なグラフ

ィック・エレメントが表示されます。ディスプレイは次の 3 つのセクションに分かれ

ています。

● 周波数とレベルの表示領域（Info ラインを含む）では、出力信号の主要なパラメ

ータと、ステータス・メッセージ、エラー・メッセージ、警告メッセージによって

現在の状態が表示されます。

● ブロック・ダイアグラムの表示領域では、本機の設定、信号の特性、機能ブロック

間の信号の伝達経路などが表示され、グラフィック・エレメントを使用してインタ

ラクティブな操作が可能です。メニューやグラフィック表示をアクティブにした際

には、ブロック・ダイアグラムの前面に表示されます。

● 開いているメニュー名をソフトキーに割り当てる Winbar。

下図は、すべての機能を装備した本機のブロック・ダイアグラムです。

 

ディスプレイ
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図 4-1: すべての機能を装備した R&S AMU のディスプレイ

4.2.1 ヘッダ・フィールドの表示項目

画面のヘッダ・フィールドには、レベルの設定とステータス・メッセージ（​ 4.2.2,「ス

テータス情報とメッセージ」 (89 ページ) を参照）が表示されます。表示内容は、

本機の動作モードによって異なる場合があります。

● 2 パス装置の場合は、各パスに関するベースバンド信号の情報がパス毎に表示され

ます。

● PEP はピーク包絡線電力を、Level は I/Q 出力の出力電圧を表します。

● I/Q 出力信号の挿入損失やクレスト･ファクタなど、パラメータに関する補助情報

が対応するパスに表示されます。

4.2.2 ステータス情報とメッセージ

画面のヘッダ・フィールドには、ステータス情報とメッセージが表示されます。メッセ

ージには、重要度（エラー、警告、情報）や表示される時間（一時的、継続的）の違い

があります。また、対処方法も異なります。これらのメッセージについて、詳細な情報

を Info ウィンドウに呼び出すことができます（​ 4.2.3,「Info ウィンド

ウ」 (91 ページ) を参照）。

ステータス情報とメッセージ、エラーを解決する方法については、オペレーティング・

マニュアルの「エラー・メッセージ」を参照してください。

 

 

ディスプレイ
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4.2.2.1 ステータス情報

ステータス情報には、本機の主要な動作状態や設定内容が表示されます。これらは、ユ

ーザが操作をしなくても、参考情報として表示されます。

ステータス情報は、、Info ライン内またはその左側に、ベースバンド出力信号の現在モ

ードのフィールドとレベルのフィールドの間に表示されます。

2 パスを備えたモデルでは、パス毎に独立している状態については、パス毎にに分けて

表示されます。対応するパスは Info ラインに表示されます。

4.2.2.2 メッセージ

メッセージは、本機内部のエラーを示します。メッセージの重要度や表示時間によって

異なる表示色で、Info ラインに表示されます。エラー（例：キャリブレーション・デ

ータなし）は赤色で表示され、情報（例：ファイルが見つからない）と警告は黒色で表

示されます。警告は比較的重要度の低いエラーを表します（例：本機が指定データ外で

動作）。

4.2.2.3 一時表示のメッセージ

短いメッセージは、本機の自動設定（例：同時に使用できない変調のスイッチ・オフ）

や、不適切な入力（例：範囲外）を表します。メッセージは Info ラインに黄色の背景

で表示され、ステータス情報や継続的なメッセージより優先して表示されます。

通常、一時表示のメッセージは、ユーザの操作は必要はなく、しばらくすると自動的に

消えますが、履歴には保存されます。

これらのメッセージは、SYST:ERR? または SYST:ERR:ALL? を使用してリモートか

ら読み取ることができます。

4.2.2.4 継続表示のメッセージ

継続表示のメッセージは、ハードウェアの異常など、放置すると動作の支障となる不具

合が本機に発生した場合に表示されます。継続表示のメッセージで示された不具合に対

して、対策を行わないと、本機の正常な動作ができなくなる可能性があります。

継続表示のメッセージは、不具合が解消されるまで表示されます。この表示によって、

Info ラインのステータス情報が隠されます。不具合が解消されると、メッセージは自

動的に消えますが、履歴に記録が残されます。

これらのメッセージは、SYST:SERR? を使用してリモートから読み取ることができま

す。

 

 

 

 

ディスプレイ
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4.2.3 Info ウィンドウ

動作状態と直近のメッセージが Info ラインに表示されます。

INFO（CTRL+I）キーを押すと、INFO ウィンドウが開き、継続表示のメッセージの一覧

が表示され各メッセージの詳細内容を確認することができます。

Info ウィンドウの上部には、現在までの継続表示メッセージが時系列に（最新のメッ

セージが先頭に）リスト形式で表示されています。ウィンドウの下部には、ハイライト

されているメッセージの詳細情報が表示されます。"History" キーを押すと、電源投入

以降に発生したすべてのメッセージの履歴を呼び出すことができます。 最新のメッセ

ージが先頭に表示されます。

メッセージは、そのレベルに応じて色分けされています。 デバイス固有のメッセージ

は赤色、情報とリモート・コントロール・エラーは黒色で表示されます。 "Lev" 列は、

メッセージのレベル（Err、Sys、Info）、"SCPI" 列は、SCPI エラー・コードを示しま

す。

ソフトキー・ボタンを利用して、エラー・メッセージを消去したり、メッセージの全履

歴を呼び出したりできます。

Delete

ハイライトされているメッセージを消去します。

メッセージの履歴が表示されている場合にのみ使用可能なボタンです。

Delete All

すべてのメッセージを消去します。

メッセージの履歴が表示されている場合にのみ使用可能なボタンです。

Del. volatile

すべての一時的メッセージを消去します。

メッセージの履歴が表示されている場合にのみ使用可能なボタンです。

SCPI コマンド： 
SYST:ERR:ALL?
SYST:ERR:ALL? クエリが送信されるたびに、エラー・キューを返し、消去します。

 

ディスプレイ
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History

電源投入以降に発生したすべてのメッセージの一覧を呼び出します。 最新のメッセー

ジがリストの先頭に表示されます。 ボタンをもう一度押すと、現在までのメッセージ

のリストが表示されます。

SCPI コマンド： 

SYST:ERR? または STAT:QUE?
SYST:ERR? または STAT:QUE? クエリが送信されるたびに、エラー・キュー内で一

番古いエントリを返し、リストから消去します。

4.2.4 ブロック・ダイアグラム

ブロック・ダイアグラムには、実装しているオプション、信号の設定、現在選択されて

いる信号フローと使用している入出力が表示されます。信号生成の操作は、すべてブロ

ック・ダイアグラムから実行することができます。ハイライトされている機能ブロック

は、TOGGLE ON/OFF（CTRL+T）キーで直接 オン／オフ を切り替えることができます。

4.2.4.1 ブロック・ダイアグラムの機能ブロック

各ブロックは、信号生成の機能を表します。機能の名称はブロックの上部に示されま

す。チェックボックスでは、TOGGLE ON/OFF（CTRL+T）キーで機能の有効／無効を切り

替えることができます。アクティブなブロックは、青色で表示されます。 チェックボ

ックスの下にステータス情報が表示されます。 この情報はブロックごとに異なります。

フロント･パネルのロータリ・ノブまたは "Config..." ボタン（マウス）をクリックす

ると、対応する設定メニューが開きます。

信号フローに影響するすべての機能ブロックには、信号の経路パラメータを設定するた

めのトップ・メニュー・レベルが用意されています。
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例： ベースバンド・ブロック

このブロックでは、デジタル変調信号や、デジタル規格、任意波形生成、マルチキャリ

ア CW を設定します。"Baseband" ブロックのステータス情報には、選択している変調、

および関連する追加情報（例：チャネル数）が示されます。

4.2.4.2 ブロック・ダイアグラムの信号フローと入力／出力のシンボル

ブロック・ダイアグラムの入力／出力のシンボルは、シグナル・ジェネレータで使用中

の入力／出力を表しています。 未使用の入力／出力は表示されません。 線は、信号フ

ローを示します。

それぞれのシンボルとラベル（表示名）は、シグナル・ジェネレータのフロント･パネ

ルやリア･パネルの対応する入力／出力を表しています。 方向（入力／出力）は矢印で

示されます。

例： 

シンボルは、本機フロント・パネルのアナログ I/Q 信号の入力を示

しています。

複数のマーカがアクティブな場合は、アクティブなマーカのマーカ・シンボルの隣にマ

ーカ特性がリスト表示されます。

シンボルと線は、その機能に応じて異なる色で表示されます。

● ベースバンド信号は 3 本線の矢印で示され、その I 成分と Q 成分は 1 本線の矢

印で示されます。

● 信号の加算は、総和記号（Σ）で示されます。

● 接続は、接点で示されます。

● 生成した信号には黒色を使用しています。

● 制御信号には緑色を使用しています。
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信号フローは、個々のメニューで設定します。 ユーザ・インタフェースは、以下の場

所で設定します。

● "Setup > USER Marker /AUX I/O Settings" ダイアログ、および

● "Setup > Global Trigger/Clock/External Inputs" ダイアログ

4.2.5 Winbar とソフトキー

ブロック・ダイアグラムの下には、8 個のボタンを並べた "Winbar" が表示されていま

す。名前付きのボタンは開いているメニューを表し、その名前はメニューを表していま

す。複数のメニューが開いている場合は、現在アクティブなメニューのボタンが他より

明るい色で表示されています。フロント・パネル操作用のソフトキーに機能を割り当る

ためにも、これらのボタンが使用されます。メニューは、同時に 8 個まで開くことが

できます。 9 番目のメニューを開いたときは、最初に開いたメニューが自動的に閉じ

られます。

データ・エディタ・メニュー、リスト・エディタ・メニューなどの一部のメニューで

は、"Winbar" が隠され、メニューボタンを使用してフロント・パネルのソフトキーに

メニュー固有の機能を割り当てることになります。

開いているメニューは、アクティブにすることができます。対応する "Winbar" のボタ

ンまたはフロント・パネルのソフトキーを押してアクティブにします。CLOSE（ESC）、

HIDE（CTRL+H）、REARR（CRTL+A）といったメニュー操作用のキーと組み合わせること

で、快適なメニュー操作を行うことができます。

メニューとダイアログ・ボックスの操作については、​ 4.3,「ダイアログへのアクセ

ス」 (96 ページ) に説明があります。

4.2.6 ダイアログの構造

パラメータはメニューで設定されます。 メニューへは、ダイアグラムの機能ブロック

からまたは MENU（CTRL+M）キーでアクセスします。 メニューはブロック・ダイアグラ

ムの前面に表示されます。

メニュー・ボタンを使用してメニュー固有の機能をソフトキーに割り当てた場合

は、"Winbar" は非表示になります。

メニューとダイアログ・ボックスの操作については ​ 4.3,「ダイアログへのアクセ

ス」 (96 ページ)、パラメータの設定については、​ 4.4,「パラメータの設

定」 (97 ページ) に説明があります。

メニューは Windows 形式です。メニューの詳細は機能によって異なりますが、主要な

構成要素は同じです。各メニューとも、メニュー・ヘッダとメニュー領域で構成され、

メニュー領域にはパラメータ設定用の各種フィールドが配置されています。

ヘッダ・ラインには、メニュー名のほか、メニューの最小化ボタンとクローズ・ボタン

が表示されています。 ボタンの操作には、マウス、またはフロント・パネル・キーの

HIDE（CTRL+H）と CLOSE（ESC）を使用します。
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個別に設定されたパラメータの設定フィールドは、メニュー領域にまとめて配置されて

います。メニュー領域は、パラメータに共通する機能名を見出しとしたフレームにまと

めて表示されます。

例： I/Q 劣化（Impairment）

設定フィールドにはそれぞれのパラメータ名が割り当てられています。 設定の種類は、

設定するパラメータによって異なります。 設定項目のなかには、特定の組み合わせ条

件でのみ設定できるものがあります。 このような項目に対して設定が許可されない場

合は、該当する項目が灰色で表示され、アクセス無効になります。入力／選択フィール

ドにアクセスすることができません。

4.2.7 出力信号特性のグラフィック表示

出力信号のグラフィック表示では、解析装置を接続することなしに信号特性を迅速に確

認することができます。ズーム機能と基準トレースの表示により、詳細な評価が可能で

す。ダイアグラムはブロック・ダイアグラムの前面に表示されます。メニューと同じ方

法で最小化や呼出ができます。

例： I/Q ダイアグラム

出力信号のグラフィック表示を選択する "Graphics Settings" ダイアログにアクセス

するには、ダイアグラムから "Graphics" 機能ブロックを選択するか、または MENU

（CTRL+M）キーを押します。

グラフィック・ウィンドウの操作方法は、メニューの操作方法と似ています。

メニューおよびグラフィック表示については、オペレーティング・マニュアルの「グラ

フィック表示」に説明があります。
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4.3 ダイアログへのアクセス

MENU（CTRL+M）キーを押すと、メニュー・ツリーが表示されます。機能ブロックを選択

し、ENTER キーを押すと、そのブロックに関連するメニューが開きます。

また、フロント・パネル・ソフトキー用の Winbar ボタンを使用するか、もしくはフロ

ント・パネルの HIDE（CTRl+H）、CLOSE（ESC）、DIAGRAM（CTRL+D）、REARR（CTRL+A）の

各キーを使用しても、ダイアログにアクセスすることができます。

ダイアログにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用してください。

ブロック・ダイアグラムまたはダイアログを最前面に表示する方法

1. DIAGRAM（CTRL+D）キーを押して、ブロック・ダイアグラムにカーソルを移動しま

す。

アクティブなメニューが最小化され、Winbar ボタンとして表示されます。

2. 対応しているソフトキー（CTRL+F1 .. F8）を押すと、ダイアログが再び最前面に

表示されます。

メニュー・ツリーにアクセスする方法

► MENU（CTRL+M）キーを押すと、メニュー・ツリーの全体が表示されます。

File ダイアログ、Setup ダイアログ、Hardcopy ダイアログを呼び出す方法

► FILE（CTRL+S）キー、SETUP（CTRL+E）キー、または HCOPY（CTRL+Y）キーを押す

と、それぞれのダイアログが開きます。

アクティブなメニューを最小化する方法

► HIDE（CTRL+H）キーを使用すると、アクティブなメニューが最小化されます。

Winbar ボタンとして表示されます。

表示されているメニューを自動整列する方法

► REARR（CTRL+A）キーを押すと、開いているすべてのメニューが重なり合わないよ

うに整列されます。

Windbar をアクティブにする方法

► WINBAR（CTRL+W）キーを使用すると、"Winbar" のボタンとブロック・ダイアグラ

ムの間をカーソルが行き来します。

Winbar では、直近までアクティブだった項目のボタンがハイライトされます。

アクティブなメニューをクローズする方法

► CLOSE キーは、アクティブなメニューをクローズします。

ヒント： カーソルが最上位レベルのメニューにある場合は、ESC キーを押してア

クティブなメニューをクローズすることもできます。
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ヘッダ・フィールドにアクセスする方法

► BASEBD LEVEL（CTRL+R）キーを押すと、ヘッダ・フィールドの "PEP" 入力フィー

ルドまたは "Level" 入力フィールドがアクティブになります。BASEBD LEVEL（CTRL

+R）キーをもう一度押すと、アクティブな入力フィールドが切り替わります。

キーボード・ショートカット

キーボード・ショートカット（例：ブロック・ダイアグラムを最前面に表示するため

の"Ctrl + D"）を利用すると、本機のすべてのダイアログに直接アクセスすることがで

きます（​ 4.8,「フロント･パネルのコントロール機能」 (118 ページ) を参照）。

4.4 パラメータの設定

R&S AMU は、パラメータの設定方法をいくつか用意しています。 フロント･パネルから

の操作のほか、マウスや PC キーボードからも操作可能です。

以下の例では、フロント・パネルからマニュアル操作を行う場合を説明します。

詳細については、以下を参照してください。

● キー機能の概要、およびフロント・パネル・キーとキーボード・ショートカットと

の対照については、​ 4.8,「フロント･パネルのコントロール機能」 (118 ページ)

● キー機能の詳細説明については、オペレーティング・マニュアルの「本機の機能」

パラメータは、各メニューで設定します。R&S AMU では、ダイアログにアクセスする方

法をいくつか用意しています。ロータリ・ノブを回してブロック・ダイアグラムの対応

するブロックに移動した後、ノブを押すか "Config..." ボタンをクリックしてダイア

ログをオープンします。

ただし、"Setup"、"File"、"Hcopy" のダイアログは異なります。"Setup" ダイアログ

では、GPIB バス・アドレスの設定など信号生成機能には直接関係のない一般的な設定

を行います。"File" ダイアログでは、ファイルとリストを管理します。"Hcopy" ダイ

アログでは、プリントアウトを設定し、ハードコピーを作成します。これらのメニュー

は、それぞれ SETUP（CTRL+E）キー、FILE（CTRL+S）キー、HCOPY（CTRL+Y）キーから

のみ呼び出すことができます。

レベルは、BASEBD LEVEL キーを使用してディスプレイのヘッダ･フィールドで直接設定

します。一部のキーは、すぐに変更を反映します。例えば BASEBD ON/OFF キーでベー

スバンド出力のオン／オフを切り替えます。信号フローに影響する変更は、直ちにグラ

フィック表示に反映されます。

R&S AMU は、Windows XP オペレーティング・システムを採用しています。システム・

レベルでの設定は、新しいプリンタ・ドライバのインストールなどに限られます。

Windows XP を快適に操作するためには、キーボードとマウスが必要です。
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このセクションでは、パラメータについて以下のステップに分けて説明します。

● ​ 4.4.1,「カーソルの操作」 (98 ページ)

● ​ 4.4.2,「コントロール･エレメントの選択」 (99 ページ)

● ​ 4.4.3,「パラメータのオン／オフ切り替え」 (99 ページ)

● ​ 4.4.4,「値の入力」 (99 ページ)

● ​ 4.4.5,「単位の操作 」 (101 ページ)

● ​ 4.4.6,「リストからパラメータを選択」 (102 ページ)

● ​ 4.4.7,「入力を確定して終了する」 (102 ページ)

● ​ 4.4.8,「前の値の復元」 (103 ページ)

4.4.1 カーソルの操作

本機の電源投入後、カーソルは常にダイアグラムの最初の機能ブロックに置かれます

（デフォルト設定）。

カーソルをディスプレイ上で移動する

► カーソルを移動するには、次のいずれかの方法を使用してください。

a) ロータリ・ノブまたは矢印キーを使用する。

b) ソフトキー（CTRL+F1..F8）を使用してカーソルを "Winbar" に移動する。

"Winbar" がメニューに隠されている場合は、WINBAR（CTRL+W）キーを押して最

前面に表示する。

c) ESC キーを使用する。

ヒント： ESC キーの機能は、そのときのカーソル位置によって異なるので注意し

てください。

このキーの機能は、カーソル位置により異なります。

● 1 つ上の選択レベルを呼び出します。

● ウィンドウをクローズします。ただし、新たに入力された内容は反映されず、

以前の値やパラメータが保持されます。

● "Cancel" ボタンが含まれているダイアログ・ボックスでは、"Cancel" ボタン

をアクティブにします。

● 編集モードが非アクティブの場合は、すべてのダイアログ・ボックスをクロー

ズします。

● 編集モードがアクティブの場合は、編集モードを終了します。

● メニューの入力フィールドを切り替えます。

● 入力カーソルを、ヘッダ表示部から直前にアクティブだったメニューに移動し

ます。アクティブなメニューがない場合は、ブロック・ダイアグラムの中で直

前にハイライトされていたブロックに移動します。

● カーソル、ダイアグラム内の機能ブロックから "Winbar" 上の最初の項目に移

動します。オープンのメニューがない場合は、カーソル位置は変わりません。
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カーソルをヘッダ・フィールドに移動する

► BASEBD LEVEL（CTRL+R）キーを押すと、ヘッダ・フィールドの "PEP" 入力フィー

ルドまたは "Level" 入力フィールドがアクティブになります。BASEBD LEVEL（CTRL

+R）キーをもう一度押すと、アクティブな入力フィールドが切り替わります。

4.4.2 コントロール･エレメントの選択

コントロール･エレメントは、ダイアグラム内の機能ブロック、メニュー・ツリー内の

メニュー、メニュー内のパラメータ、リストやテーブルの中の項目とは関係なく、同じ

方法で選択されます。

► エレメントをアクティブにするには、その上にカーソルを置きます。

アクティブなエレメントは青色のフレームでハイライトされます。

4.4.3 パラメータのオン／オフ切り替え

パラメータは、ボタンまたはチェックボックスを使用して有効／無効を切り替えること

ができます。

1. パラメータを選択します。

2. パラメータの状態を変更するには、下記のように各操作方法の「ENTER」機能を使

用します。

● ロータリ・ノブを押す。

● ENTER を押す。

● TOGGLE ON OFF（CTRL+T）キーを押す。

ボタンの場合は色とラベル表示が変わり、チェックボックスの場合はチェック・マ

ークの有無が切り替わります。

4.4.4 値の入力

数値や英数字は、入力フィールドで編集することができます。編集モードでは、色の異

なるカーソルが用意されています。青色のカーソルは上書きモードを表し、緑色のカー

ソルは挿入モードを表しています。

挿入モードと上書きモードの切り替え

デフォルトでは挿入モードに設定されています。

INSERT キーを押すと、挿入モードと上書きモードが切り替わります。

数値や英数字は、新たに入力するか、または既存の値を変更することで設定します。誤

った値を入力した場合は、BACKSPACE キーで消去します。
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新しく数値を入力する

1. パラメータを選択します。

2. 数字キーを押して編集モードを有効にします。

それまでの値が消去され、新しい値の入力が可能になります。

挿入モード（デフォルト設定）で値を編集する

1. ロータリ・ノブ（＝ ENTER）を押して、編集モードを有効にします。

カーソルが値の右にある場合は、挿入モードになっています。

2. 左／右の矢印キーを使用して、変更する数字の左にカーソルを合わせます。

カーソルが緑色で表示されます。

3. 数字キーをクリックして新しい値を挿入します。

上書きモードで値を編集する

1. 編集モードを有効にします。

2. 左／右の矢印キーを使用して、変更する数字の上にカーソルを合わせます。

カーソルが緑色で表示され、編集対象の数字がハイライトされます。

3. 数字キーをクリックし、ハイライトされている値を上書きします。

値を変更する

1. 編集モードを有効にします。

2. 左／右の矢印キーを使用して、変更する数字の左にカーソルを合わせます。

カーソル位置の値が変更されます。

3. 選択されている値を変更するときは、上／下の矢印キーを使用するか、ロータリ・

ノブを回します。

値が増減されます。

新しい英数字を入力する

1. パラメータを選択します。

2. 英数字キーを押して編集モードを有効にします。

新しい値が入力されます。
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英数字を編集する

ファイル名などの既存の値は、挿入モード（例を参照）または上書きモードで変更する

ことができます。

1. パラメータを選択し、編集モードを有効にします。

2. 左／右の矢印キーを使用して、英数字値の左にカーソルをセットします。

ヒント： 16 進数を入力する場合は、フロント・パネルの数字キーが自動的に 16

進数に切り替わります。

3. 英数字キーをクリックして、新しい英数字値を挿入します。

数値の入力を終了する

数値の入力を終了するには、次のように操作します。

1. ロータリ・ノブ（＝ ENTER）を押します。

2. フロント・パネルで単位キーを押します。

3. パラメータ値の隣にある選択フィールドから、"単位"を選択します。

4.4.5 単位の操作

数値の入力フィールドの隣には、パラメータの単位が表示されます。パラメータを編集

するときに、単位をリストから選択するか、フロント･パネルの単位キーで選択します。

入力の終了後に、単位を変更することができます。この場合、数値は変わりませんが、

新しい単位を付与した値で自動的に再計算が行われます。

マウスで本機を操作しているときは、選択したパラメータの単位を指定した後に、値を

入力します。

単位を指定する

単位を指定するには、次のいずれかの方法を使用してください。

1. フロント・パネルで単位キーを押します。

2. パラメータ値の隣にある選択フィールドから、"単位"を選択します。

ENTER キーを押します。

値の隣のフィールドに表示されている単位に設定されます。
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単位を変更する

数値の入力後や編集モードが非アクティブのときなど、単位のみを変更する場合は、次

のいずれかの方法を使用してください。

1. フロント・パネルで単位キーを押します。

2. パラメータ値の隣にある選択フィールドから、"単位"を選択します。

数値は変わりませんが、新しい単位を付与した値で自動的に再計算が行われ、結果

が表示されます。

新しく設定した単位がメニューの数値フィールドに表示されます。

4.4.6 リストからパラメータを選択

選択リストは、選択した項目について定義済みの値をリスト化したものです。

リストから項目を選択するには、次のように操作します。

1. ENTER キーを押してリストをオープンします。

2. 次のいずれかの方法でリスト内を移動します。

a) ロータリ・ノブを回すか、上／下の矢印キーを使用する。

選択している項目はハイライトされています。

b) TOGGLE ON/OFF キーを押し、選択フィールドに希望の項目が表示されるまで、

繰り返し押す。

3. 選択を確定するには、ENTER キーを押します。

4.4.7 入力を確定して終了する

入力を終了した後の本機の動作は、パラメータの種類およびその設定方法によって異な

ります。

設定を確定する

► 設定を確定するには、ロータリ・ノブを押すか、UNIT キーのどれかを押します（​
 4.4.5,「単位の操作 」 (101 ページ) を参照）。

メモ： ロータリ・ノブによる変更は、ただちに反映されます。
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複数の値の設定

マルチキャリア CW 信号の搬送波を搬送波テーブルを使用して設定する場合など、はじ

めにいくつか値を入力し、それらをまとめて確定する方法が便利です。このような方法

で設定を行うと、再度、確認が必要になります。確認が済んでいない設定項目は黄色の

背景色で表示され、現在表示している値が最終信号のものではないことを示していま

す。

► 設定を確定するには、"Accept" ボタンを選択します。

オン／オフ状態を持つパラメータの確定

本機でオン／オフ状態を持つ機能は、演算を経て機能がオンになってから初めて有効に

なるものがほとんどです。ただし、基準発振器の周波数の変更など、確定後すぐに設定

される機能もあります。

► オン／オフ状態を持つパラメータを確定するには、パラメータをオンにします。

計算に時間がかかる場合は、自動的に信号の生成がオフになり、計算を一時中断するこ

とによって、他の項目の設定を行うことができます。RECALCULATE キーを押すと計算が

再開され、計算の終了後に変調がオンになります。

自動再計算の一時中止

機能の設定時に複数のパラメータ設定が必要な場合は、その機能をオフにして、再計算

を一時中止してください。

すべての設定が終了したら、機能をオンにします。これにより、信号の計算が 1回で完

了します。

4.4.8 前の値の復元

ロータリ・ノブで変更したパラメータは即座に設定されるため、元に戻すことができま

せん。

マウスで操作した値も、元に戻すことができません。マウスで操作している場合には、

入力フィールドや選択フィールドから出た時点で自動的に入力内容が確定されるためで

す。

値を復元する

フロント･パネルやキーボードで操作した場合には、新しい値を確定していない（入力

が完了していない）状態であれば、元の値に戻すことができます。

► 値を戻すには、ESC キーを押します。

確定が必要な値の復元

確定操作が必要な設定については、"Accept" ボタンで確定されていない状態であれば、

どれも元に戻すことができます。

1. ESC キーを押します。

確認メッセージが表示されます。
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2. "OK" を押して変更を中止します。

ダイアログに戻るには、"Cancel" を選択します。 前に選択されていた設定が表示

されます。

計算の中断と値の復元

計算に要する時間は設定項目と内容によって異なります。設定項目が多い場合には、計

算時間がかかります。その場合、ヘッダ・フィールドのステータス・フィールドに

"BUSY" メッセージが表示されます。

ウィンドウにプログレス･バーが表示されているときは、内部で大量の計算を実行して

いるため長い時間がかかります。計算を中止すると、元の値に戻ります。

► ABORT ボタンを押して計算を終了します。

すべての値が元の値に戻されます。

4.5 エディタ

R&S AMU には、リストや制御信号、マーカ信号の定義に便利なエディタを備えていま

す。

デジタル変調やデジタル規格には、内部生成されたデータ・リストを使用することがで

きます。また、内部で定義された制御信号やマーカ信号も使用できます。

リストはファイルとして保存されるため、長さの制限はありません。リストのファイル

名とファイルを保存するディレクトリは、任意に選択することができます。ファイルの

拡張子は、システムによってリストの種類ごとに固定的に割り当てられています。

ファイルの操作および自動的に割り当てられるファイル拡張子については、​ 4.7,「フ

ァイル管理」 (111 ページ) を参照してください。

4.5.1 データ・エディタの操作

デジタル変調やデジタル規格のバイナリ・データ・リストを内部で生成するには、"デ

ータ・エディタ" を使用します。

"データ・エディタ" は、最大長 2 ～ 31 ビットのバイナリ値のリストを入力すること

ができます。この値は、約 268Mbyte のファイル・サイズに相当します。ファイルの処

理中は、自動的に連続してバッファリングされます。ダイアログを終了すると、ファイ

ルは自動的に新しい値で保存されるため、新たに "Save" ボタンが表示されることはあ

りません。ファイルのサイズによっては、保存に時間がかかることがあります。
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既存のデータ・リストを編集する

1. データ・エディタを使用して、既存のデータ・リストを開いて編集するには、メニ

ューで矢印キーを使用して "Edit Data List..." ボタンを選択します。

選択したデータ・リストが表示されます。

カーソルは、リストの開始値をマークしています。

読みやすくするために、ビットは 4 個ずつに分けて表示されます。現在のカーソ

ル位置、リストの長さ、およびリスト・ファイル名が、リストの上部に表示されて

います。オフセットの開始値は 0 で、これは 1 行目の左端のビット位置、すなわ

ちリストの先頭です。エディタの左端には、各行の先頭の位置を示すオフセット値

が示されています。

2. 数字キーを使用し、0 または 1 の値を入力します。

既存のリストは挿入モード、上書きモードのいずれでも編集できます。 2 つのモ

ードの切り替えには、INSERT を使用します。

3. 値を削除するには、矢印キーを使用し、削除する値に続く次のビットをマークしま

す。

INSERT キーを押して挿入モードを有効にします。 上書きモードで値を削除するこ

とはできません。

BACKSPACE キーを押します。

マークしているビットの前の値が削除されます

4. ビット位置を選択するには、"GoTo" ボタンを選択し、ENTER キーを押します。

"GoTo Offset" 入力フィールドに数字キーでビット位置を入力し、次に入力を確定

します。

カーソルは、選択した位置のビットをマークします。

5. リスト内で任意のビット範囲を任意の位置にコピー＆貼り付けするには、次のよう

に操作します。

a) 矢印キーで、選択範囲の開始ビットをマークする。

b) "Start Select" ボタンを選択し、矢印キーで選択範囲をマークする。

c) "Copy" ボタンをクリックします。

d) 挿入位置に移動し、"Paste" を選択する。

選択してコピーしたビット群が、選択した位置の後ろに貼り付けられます。

6. 16 進数形式で値の表示と編集をするには、"Hex" ボタンを選択します。
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各 4 ビットが 16 進数値として表示されています。そして 16 進数値は、読みや

すくするために、2 つずつに分けて表示されます。フロント・パネルの数字キー

に、16 進数が自動的に割り当てられます。

7. データ・リストを保存するには、ESC キーを押します。

ダイアログがクローズすると、リストが自動的に保存されます。

新しいデータ・リストを作成する

1. 空のデータ・リストを作成するには、各メニューで "List Management > Select

Data List to Edit... > Create Data List" を選択し、新しいデータ・リストの

ファイル名を入力します。

2. データ・リストをオープンして編集するには、各メニューで "Edit Data

List..." ボタンを選択します。

4.5.2 制御／マーカ・リスト・エディタの操作

デジタル変調やデジタル規格の制御信号／マーカ信号は、"制御／マーカ・リスト・エ

ディタ" でグラフィカルに手際よく定義することができます。このエディタでは、マー

カ信号が定義できるほか、カスタム・デジタル変調の使用時には CW、Hop、Burst

Gate、Lev Att といった制御信号も定義することができます。

ファイルの処理中は、自動的に連続してバッファリングされます。ファイルのサイズに

よっては、保存に時間がかかることがあります。

エディタの様々な機能については、各メニューに説明が載っています。 このセクショ

ンでは、グラフィック・エディタの一般的な使用方法を中心に説明します。

例： 

次の図に、"GSM/EDGE" ダイアログの "スロット・マーカ定義エディタ" を一例として

示します。

上部には、マーカ信号を定義する対象の信号が表示されます。左側には、使用可能な信

号（マーカ信号と制御信号）が色分けしてリスト表示されます。
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エディタの下部には補助機能として、マーカ信号内のランプ（ramp）のプリセット、ビ

ット位置入力によるカーソル位置の指定、テーブル内の入力値の編集などの機能が用意

されています。

制御信号のグラフィック定義は、エディタの中央部で行われます。各制御信号は、ビッ

ト軸に沿った色線で表されます。この線に沿ってカーソルを移動し、ランプを設定する

位置をマークすることができます。カーソルの色は、現在の機能に従って変化します。

色の切り替え（すなわち機能の切り替え）には、ENTER を使用します。

● 黒色：マーカ線上のビット位置をマークする

● 黄色：ランプを設定する

● 緑色：マークしたランプを移動可能にする

制御リストとマーカ・リストへのアクセス

1. 制御リスト・エディタ（例えば "CList Dig Mod"）を使用して既存のリストを編集

するには、矢印キーを使用して "Custom Digital Mod > List Management > Edit

Control List" を選択します。

2. スロット・マーカ・リスト・エディタ（例えば "Slot Marker"）を使用して既存の

リストを編集するには、矢印キーを使用して "GSM/EDGE > Burst Editor > Slot

Marker Definition" を選択します。

既存の制御リストまたはマーカ・リストを編集する

1. 制御／マーカ信号線を編集するためにアクティブ化します。

矢印キーを使用して編集したいグラフィック領域をマークし、ENTER キーを押しま

す。

編集する制御／マーカ信号線を選択し、ENTER キーを押します。

選択した線に対してカーソルが有効になります。

2. カーソル位置を決定します。

"Cursor Position" パラメータを選択し、位置を数字キーで指定し、入力を確定し

ます。

入力した位置にカーソルが設定されます。 入力した値が定義領域の長さを超えて

いる場合は、長さが自動的に調整されます。
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3. 制御信号とマーカ信号を設定します（​「ランプ（ramp）の取り扱

い」 (108 ページ) を参照）。

4. 制御リストの長さを定義します（"Custom Dig Mod" の場合のみ）

"Total List Length" 入力フィールドを選択し、ENTER キーを押します。 数字キ

ーで長さを入力し、入力を確定します。

これで、制御リストの長さが定義されました。

5. 長い制御リストの中で表示範囲をズームします（"Custom Dig Mod" の場合のみ）。

現在の "Cursor Position" の周りに表示されている領域をズームするに

は、"Visible/Bits Visible" パラメータを選択し、表示するシンボル／ビットの

数を数字キーで入力し、入力を確定します。

"Zoom In" ボタンを選択し、ENTER キーを押します。

カーソル位置の周辺について、設定した数のシンボル／ビットが表示されます。

表示範囲の外側にあるランプ設定が、ズーム操作で失われることはありません。

6. "Save"/"Save As..." 機能を使用して、編集した制御／マーカ・リストを現在の名

前または新しい名前で保存します。

"Create File" ダイアログにファイル名を入力し、ディレクトリを選択します（​
 4.7.1,「File Select ダイアログ」 (113 ページ) を参照）。

ランプ（ramp）の取り扱い

1. ランプを新規設定

矢印キーまたは "Cursor Position" パラメータを使用し、ランプを挿入する位置

にカーソルを移動します。 ENTER キーを押します。

新しく設定したランプの遷移方向は、制御信号の現在の状態（ハイ／ロー）によっ

て異なります。制御信号がローの場合は、ローからハイへの遷移、制御信号がハイ

の場合は、ハイからローへの遷移となります。

既存のランプの間に追加設定した場合には、新しいランプの遷移方向は、ランプ位

置の前にある信号の状態によって決まります。このため、追加したランプの次に設

定されているランプにローからローへの遷移もしくはハイからハイへの遷移が割り

当てられ、制御信号の変化がなくなる場合があります。そのようなランプは、位置

が保存されて破線で示されます（下の例を参照）。

さらに変更が加えられて、このランプ位置での遷移が生じた場合は、再び変化が生

じます。

2. ランプのシフト

既存のランプは、位置を任意にシフトすることができます。この場合、信号の遷移

は適切に調整されます。
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矢印キーを使用し、カーソルをランプ位置に移動します。カーソルの色が変わりま

す。

ENTER キーを押します。 カーソルの色が再び変わります。カーソルに合わせてラ

ンプがシフトします。ENTER キーを押します。現在のカーソル位置に、ランプが設

定されます。

ランプの遷移方向は、制御信号の現在の状態（ハイ／ロー）によって異なります。

3. ランプの削除

矢印キーを使用し、カーソルをランプ位置に移動します。カーソルの色が変わりま

す。

BACKSPACE キーを押します。

ランプが削除されます。その他のランプは、変更後の信号状態（ハイまたはロー）

に応じてランプ遷移が調整されます。

4. ランプ・テーブルの設定

"Edit Table..." ボタンを選択し、選択したマーカに対してランプの位置と状態を

定義します。

"Accept" で入力を確定します。

5. マーカ信号のプリセット

"Preset" ボタンを選択してマーカ信号をプリセットします。

選択したマーカのランプが、選択されている "プリセットの種類" に従って調整さ

れます。

新しい制御リストを作成する

新しい制御リストを作成するときは、空のファイルを作成して名前を付ける方法、また

は既存のリストを変更して別名で保存する方法で作成します。

1. 空の制御リストを作成するには、"BB > Cust Dig Mod > List Management... >

Select Control List to Edit > Create Control List" を選択し、新しい制御リ

ストのファイル名を入力します。

2. 制御リストをオープンして編集するには、"BB > Cust Dig Mod > List

Management... > Select Control List to Edit > Edit Control List..." を選択

し、既存の制御リストを選択します。

4.6 ヘルプ・システムの使用方法

R&S AMU には操作状況に対応したヘルプ機能が組み込まれています。 各パラメータに

対するヘルプ・ページが用意されていて、本機の操作中にいつでも呼び出すことができ

ます。
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R&S AMU のすべての機能について、体系的にまとめられたオンライン・ヘルプ・システ

ムは、本機に付属の CD-ROM からも利用することができます。このヘルプ・プログラム

は、Internet Explorer V 4.0 以降を使用して閲覧することができます。

操作状況に対応したヘルプ機能と通常のヘルプ機能の呼び出し

► 通常のヘルプ・ダイアログ・ボックスを表示するには、HELP（F1）キーを押しま

す。

ヘルプ・ダイアログが表示されます。 現在のメニューに関するトピック、または

現在開いているダイアログ・ボックスとその機能に関するトピックが表示されま

す。

ヘルプ・ダイアログ・ボックス

ヘルプ・ダイアログ・ボックスには、2 つの領域があります。

● "Contents" - ヘルプの目次

● "Topic" - 特定のヘルプ・トピック

さらに、ヘルプ・システムには "Index" 領域、"Find" 領域、"Zoom" 機能を備えてお

り、それぞれに対応するボタンからアクセスすることができます。

目次内での移動

1. 表示されている目次項目を移動するには、左／右の矢印 キーを使用します。

2. ヘルプ・トピックを表示するには、"ENTER" キーを押します。

対応するヘルプ・トピックが表示されます。

ヘルプ・トピック間を移動する

1. ページ内をスクロールするには、上／下の矢印キーを使用します。

2. リンクされているトピックにジャンプするには、リンク・テキストを押します。

3. "Previous" リンクを使用すると 1 つ前のトピックに、"Next" リンクを使用する

と 1 つ後ろのトピックにジャンプします。

ヘルプ・システムの使用方法
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4. "Scroll Right" ボタンまたは "Scroll Left" ボタンを使用すると、ナビゲーショ

ン・ウィンドウ内で指示している領域を左または右に移動します。

索引を使用する

1. "Go to Index" ボタンを選択します。

2. 調べたいトピックの文字を入力していきます。入力した文字から始まる項目が表示

されます。

3. ENTER キーを押してフォーカスを切り替えます。

4. 左／右の矢印キーを使用して移動し、適切なキーワードを選択します。

5. ヘルプ・トピックを表示するには、ENTER キーを押します。

対応するヘルプ・トピックが表示されます。

ヘルプ・ウィンドウをクローズする

► HELP（F1）キーを押します。

4.7 ファイル管理

R&S AMU は、本機のあらゆるデータ（システム・データやユーザ・データ）を、ファイ

ルに保存します。

ユーザ・データには、本機の設定や各種デジタル規格のためのデータ、任意波形発生器

のための波形などが含まれます。

各ファイルは、本機のハード・ディスクに保存されます。 ユーザ定義データの保存に

はドライブ D:\ を使用でき、D:\ 以下にディレクトリ構造を任意に作成することが

できます。いくつかのデフォルト・サブディレクトリがあらかじめ定義されています

が、任意に変更することができます。C:\ ドライブは、プロテクトされたシステム・

ドライブです。 このドライブ内のファイルには、変更禁止のデータが格納されていま

す。そのため、このドライブにはアクセスしないでください。アクセスすることによっ

て、システム・パーティションが再構築されデータが損失します。誤って、システム・

ファイルが削除されたり上書きされるのを防ぐため、このドライブはファイル・メニュ

ーでは指定することができません。所定の保護レベルが解除されていれば、このドライ

ブにすることができます（オペレーティング・マニュアルの「Protection Level」のセ

クションを参照）。

USB メモリやネットワーク接続を使用して、ファイルをやり取りすることができます。

USB メモリは、USB インタフェースに接続すると、E: ドライブが割り当てられます。

ネットワークに接続されている場合、アクセスできる全ネットワーク・ドライブを使用

することができます。ファイルには、各メニューの "Save/Recall" ダイアログからア

クセスします。

ファイルは、拡張子で区別されます。ファイルの種類ごとに内容が決められています。

通常、ユーザにとって拡張子は重要ではありません。ファイルへのアクセスは各メニュ

ーから行い、そのメニューに関連する種類のファイルのみが表示されるためです。サポ
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ートされているファイル拡張子については、​ 4.7.2.1,「ユーザ・ファイルの拡張

子」 (116 ページ) を参照してください。

ユーザ・データは、以下の種類に分けることができます。

● 設定

GSM/EDGE 規格のフレーム設定などのリコールや、現在の設定を任意のファイルに

保存することができます。

● 複雑な変調データおよび制御データ

この種類のデータはリコールすることができます。データは本機の内部でも外部で

も作成することができます。内部で生成する場合は、新しいリストを 作成し、編

集はデータ制御リスト・エディタで行います。これらの機能は、各変調メニュー

の "Data List Management" ダイアログにあります。

● 波形

オプションのベースバンド・ジェネレータ R&S AMU-B10 に付属する R&S WinIQSIM2

プログラムなどを使用して、外部で生成された波形を "Arbitrary Waveform

Generation" ダイアログにロードすることができます。

いくつかの機能にソフトキーが割り当てられていて、便利に操作することができます。

詳細については、以下を参照してください。

● キー機能の概要、およびフロント・パネル・キーとキーボード・ショートカットと

の対照については、​ 4.8,「フロント･パネルのコントロール機能」 (118 ページ)

● キー機能の詳細説明については、オペレーティング・マニュアルの「本機の機能」

ユーザデータのファイルにアクセスする

1. 編集可能なユーザ・データ・ファイルにアクセスするには、各ダイアログで "Save/

Recall" または "File Manger" 機能を選択します。

2. リコール可能なデータ・ファイルにアクセスするには、各ダイアログで "Select/

New" または "File Manager" 機能を選択します。

3. "File Manager" 機能にアクセスするには、SETUP（CTRL+E）キーを押し、"Save/

Recall > File Manager" を選択します。

ファイルのセーブ／リコール、作成に使用する "File Select" ウィンドウ、また

は、全ファイルの管理に使用する "File Manager" ダイアログが表示されます。

ファイル管理
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本機の設定のセーブ／リコール

"File" メニューで、本機のすべての設定をセーブ／リコールすることができます。

"File" メニューにアクセスするには、FILE（CTRL+S）キーを押します。

詳細については、オペレーティング・マニュアルの「Storing and Loading Instrument

Data - File Key」の章を参照してください。

4.7.1 File Select ダイアログ

"Save/Recall" ダイアログには、使用可能なドライブとディレクトリが表示されます。

上部の "Recent Data Sets" には、直近に使用したファイルがリスト表示されます。

使用可能なドライブとディレクトリが表示され、右側には選択したディレクトリのファ

イルが表示されます。現在選択されているパスは、ウィンドウの上部に表示されます。

関連するファイルのファイル名のみが表示されます。最後に選択したパスが表示されま

す。ファイルの作成／セーブ時に、ファイル名は任意に設定できますが、拡張子は自動

的に設定されるため入力できません。ファイルは、選択したパスに保存されます。

ユーザが保存したファイルの他に、あらかじめ定義済みのファイルを表示するメニュー

もあります。そのようなファイルはシステム・ドライブの特定のディレクトリに保存さ

れているため、このディレクトリを "File Select" メニューから選択することはでき

ません。
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例： 

次の例に、"Recall Predefined Frames" を選択したときの、GSM/EDGE デジタル規格

の "File Select" メニューを示します。

File Select ダイアログを操作する

1. "File Select" ダイアログにアクセスします（​「ユーザデータのファイルにアクセ

スする」 (112 ページ) を参照）。

2. "File Select" ダイアログ内を移動します。

3. 既存のファイルをロードします。

"Recall Settings" ダイアログで、ファイルを選択し、"Select" ボタンを押しま

す。

4. ファイルを保存します。

"Save Settings" ダイアログで、"File Name:" フィールドにファイル名を入力し

ます。

ファイルの保存先のディレクトリを選択し、"Save" ボタンを押します。

5. 新しいファイルを作成します。

新しいファイルを作成するには、"Save Settings" 機能を使用して、ファイル名と

ディレクトリを指定してファイルを保存します。

作成されたファイルは空の状態です。各エディタを使用して必要な値を入力してく

ださい。

4.7.2 File Manager

"File Manager" では、ファイルのコピー、移動、名前変更、削除、新しいディレクト

リの作成など、全般的なファイル管理が可能です。

R&S WinIQSIM2 プログラムなどを使用して、外部で作成した波形ファイルなどは、USB

メモリやネットワークにコピーし、それを内蔵ハード・ディスクにコピーするという方

法で保存することができます。
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"File Type" を使用し、ファイルの種類をリストから選択します。この方法は、すべて

のファイル（all files（*）を選択）を処理する場合にも、特定の種類のファイルを

処理する場合にも使用することができます。サポートされているファイル拡張子につい

ては、​ 4.7.2.1,「ユーザ・ファイルの拡張子」 (116 ページ) を参照してください。

使用可能なドライブとディレクトリが表示され、右側には選択したディレクトリのファ

イルが表示されます。現在選択されているパスは、ウィンドウの上部に表示されます。

最後に選択したパスが表示されます。"File Select" ウィンドウとは異なり、"File

Manager" では拡張子を含めたファイル名が表示されます。

File Manager ダイアログを操作する

1. "File Manager" ダイアログにアクセスします（​「ユーザデータのファイルにアク

セスする」 (112 ページ) を参照）。

2. "File Manager" ダイアログ内を移動します。

操作方法は、複数の領域で構成されたメニューの場合と似ています。

3. ファイルの移動、コピー、削除、名前変更を行います。

ファイルを移動するには、ファイルを選択し、"Cut" ボタンを押します。 ファイ

ルの移動先のディレクトリを指定し、"Paste" ボタンを押します。 移動先のディ

レクトリに同じ名前のファイルが存在する場合は、ファイルの上書きを確認するメ

ッセージが表示されます。

ファイルの切り取り、コピー、名前変更、削除についても、同様にして行います。

ヒント： 操作は Windows コンセプトに対応しています。

4. 新しいディレクトリを作成します。

新しいディレクトリを作成するドライブまたはディレクトリ・レベルを指定

し、"Create New Directory" ボタンを選択します。入力ウィンドウが開いたら、

新しいディレクトリの名前を入力します。 ENTER で入力を確定します。

ファイル管理
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4.7.2.1 ユーザ・ファイルの拡張子

次の表に、ユーザ・ファイルに使用可能な拡張子をまとめてあります。本機で使用でき

るファイルの種類は、搭載しているオプションにより異なります。

表 4-1: 本機で自動的に割り当てられるファイル拡張子の一覧

機能／デジタル規格 種類 内容 ファイルの拡張子

本機の状態 設定 本機の設定 *.savrcl

"任意波形ジェネレ

ータ"

波形 ARB 波形

ARB マルチセグメント波形

*.wv

 波形 ARB マルチキャリアの設定 *.arb_multcar
r

 設定データ マルチセグメント ARB 波形作成用の設定ファイ

ル

*.inf_mswv

 プレイ・リス

ト

ARB シーケンス・リスト *.wvs

"DM" データ・リス

ト

デジタル変調データ *.dm_iqd
*.tdm

 制御リスト デジタル変調の制御データ *.dm_iqc

 設定 デジタル変調の設定 *.dm

 ユーザ規格 ユーザ定義のデジタル変調 *.dm_stu

 ユーザ定義の

マッピング

デジタル変調のユーザ定義のマッピング *.vam

 ユーザ定義の

フィルタ

デジタル変調のユーザ定義のフィルタ *.vaf

EX-IQ-Box ユーザ設定 ユーザ定義の EX-IQ-Box 設定 *.iqbox

"フェージング" フェージング フェージング・データ *.fad

"GSM/EDGE" 設定 GSM/EDGE の設定 *.gsm

 スロット ユーザ定義のスロット・データ *.gsm_slu

 フレーム ユーザ定義のフレーム・データ *.gsm_fu

 スロット 高速シンボル・レート・スロット *.gsm_hslu

 フレーム 高速シンボル・レート・フレーム *.gsm_hfu

"Bluetooth" Bluetooth の

設定

Bluetooth メニューの全設定 *.bto

"TETRA" TETRA の設定 TETRA メニューの全設定 *.tetra

"3GPP FDD" 設定 3GPP（FDD）メニューの全設定 *.3g

 設定 enhanced DPCH チャネルのチャネル・コーディ

ング（ダウンリンク）

*.
3g_ccod_dl_s

 設定 enhanced DPCH チャネルのチャネル・コーディ

ング（アップリンク）

*.3g_ccod_ul

"CDMA2000" 設定 CDMA2000 メニューの全設定 *.cdma2k
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機能／デジタル規格 種類 内容 ファイルの拡張子

"TD-SCDMA2000" 設定 TD-SCDMA2000 メニューの全設定 *.tdscdma

 設定 TD-SCDMA2000 のテストモデル *.tdtmd

1xEV-DO 設定 1xEV-DO メニューの全設定 *.evdo

"IEEE 802.11 WLAN" 設定 IEEE 802.11 WLAN メニューの全設定 *.wlan

"IEEE 802.11 n

WLAN"

設定 IEEE 802.11n WLAN メニューの全設定 *.wlann

 設定 ビームフォーミング･データ *.bmf

"IEEE 802.16

WiMAX"

設定 IEEE 802.16 WiMAX メニューの全設定 *.wimax

"EUTRA/LTE" 設定 EUTRA/LTE メニューの全設定 *.eutra

 設定 TDD の設定 *.lte_tdd

 設定 ユーザ定義の IQ ファイル *.iqw

"GPS" 設定 GPS/A-GPS メニューの全設定 *.gps

 設定 GPS Almanac の設定 *.txt
*.alm
*.al3

 設定 GPS ウェイポイント・ファイル *.txt

 設定 生成した GPS Almanac ファイル *rs_al
*.rs_yuma

 設定 GPS 電離層ファイル *.rs_ion

 設定 GPS ナビゲーション・データ *.rs_nav

 設定 GPS UTC ファイル *.rs_utc
*.rs_acq

"FM-Stereo" 設定 FM-Stereo メニューの全設定 *.fmstereo

 設定 FM-Stereo グループの種類の設定 *.fm_gt

 設定 FM-Stereo グループの種類の設定（16 進数） *.fm_ghex

 波形ファイル 波形ファイル *.wav

"Sirius" 設定 Sirirus メニューの全設定 *.sirius

"XM-Radio" 設定 XM-Radio メニューの全設定 *.xmradio

 設定 XM-Radio TWTA データ *.twta

"DVB" 設定 DVB メニューの全設定 *.dvb

 設定 DVB トランスポート・ストリーム *.gts
*.ts
*.trp
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機能／デジタル規格 種類 内容 ファイルの拡張子

"DAB/T-DMB" 設定 DAB/T-DMB メニューの全設定 *.dab

 設定 DAB ETI ファイル *.eti
*.xeti

4.8 フロント･パネルのコントロール機能

次の表に、フロント･パネルのすべてのキー機能をまとめてあります。PC キーボードを

使用して、本機のフロント･パネルのキーと同じ動作をさせるための、キーの組合せも

説明してあります。キーボードの表示はアルファベット順に説明してあります。

フロント・パネル・キー・エミュレーションやオンスクリーン・キーボードを使用する

と、マウスのみでマニュアル操作することができます。

表 4-2: フロント・パネル・キーとキーボード・ショートカットとの対照

フロント･パネルのキー PC キーボードのキー 機能

ロータリ・ノブを回す Tab キー（右方向）

Shift + Tab（左方向）

カーソルの位置をロータリ・ノブで指定する。

ロータリ・ノブを押す ENTER ロータリ・ノブを押すと入力が確定する。ENTER キ

ーと同じ機能。

矢印キー 矢印キー カーソルを移動する。

*1 / dB(m) ALT + F12 基本単位の入力または単位なしの値を確定する。

単位 dBm が無効になっている。

. / *...# . / *...# ピリオド／小数点を入力する。 特殊文字を入力す

る。

+/- / A↔a - / (shift+) a—z 符号を入力する。

大文字と小文字を切り替える。

0～ 9 / a...z CTRL + 0 ～ 9 / a...z CTRL 数字／文字を入力する。

BACKSPACE BACKSPACE 直前の入力（数字、符号、または小数点）を取り消

す。

CLOSE CTRL + G アクティブなメニューを閉じる。

DIAGRAM CTRL + D すべてのメニューを最小化し、カーソルをブロッ

ク・ダイアグラムにセットする。

ENTER ENTER 入力を終了する。

ESC ESC 1 つ上位のメニュー／選択レベルを選択する。 編

集モードを ESC で終了すると、元の値がそのまま

有効になる。

FILE CTRL + S 本機の設定をセーブするメニューを開く。

BASEBD LEVEL CTRL + L 周波数を入力する。
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フロント･パネルのキー PC キーボードのキー 機能

BASEBD ON/OFF CTRL + R ベースバンド出力信号のオン／オフを切り替える。

2 パスを備えたモデルの場合は、BASEBD ON/OFF キ

ーで両パスの RF 信号をオフに切り替えます。もう

一度押すと、OFF に切り替える直前の状態に戻りま

す。

ステータス・バーに "I/Q OUT OFF" と表示されま

す。

G/n / dBuV ALT + F9 単位のギガ/ナノを選択する。 単位 dBuV が無効に

なっている。

HCOPY CTRL + Y ハードコピーの設定や印刷を開始するためのメニュ

ーをオープンします。

HELP F1 操作に対応したヘルプをオープン／クローズする。

HIDE CTRL + H アクティブなメニューを最小化する。Winbar の対

応するボタンを押すと、メニューが再び表示され

る。

INFO CTRL + I Info ウィンドウをオープン／クローズする。

INSERT Ins 挿入モードを有効にする。

k/m / uV ALT + F11 単位のキロ/ミリ、レベルに対しては µv を選択す

る。

LOCAL CTRL + Q 本機をリモート制御からマニュアル操作に切り替え

る。

M/u / uV ALT + F10 単位のメガ/マイクロ、レベルに対しては µV を選

択する。

MENU CTRL + M メニュー選択リストを呼び出す。

ON/OFF

TOGGLE

CTRL + T ブロックまたはパラメータのオン／オフを切り替え

る。

パラメータの設定で選択候補を 1 つずつ切り替え

る。

PRESET CTRL + P 本機をデフォルトの設定に戻す。

REARR CTRL + A ディスプレイ全体を使用するように、アクティブな

メニューのサイズを調整する。

RECALCULATE CTRL + C 信号の再計算を開始する。

SETUP CTRL + E 本機の基本的な設定を行うためのセットアップ・メ

ニューを開く。

ソフトキー CTRL + F1 ～ F8 ソフトキーに割り当てられている機能を実行する。

WINBAR CTRL + W Winbar の表示を最前面／最背面に切り替える。

4.8.1 フロント･パネル・キー・エミュレーション

R&S AMU には、フロント･パネル・キー・エミュレーションがあり、リモート・アクセ

スのときにフロント･パネル・キーの機能をマウスで操作することができます。エミュ
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レーションはマウスの右クリックで呼び出します。対応するボタンをマウスでクリック

すると、フロント･パネル・キー機能を実行することができます。

4.8.2 オンスクリーン・キーボード

Windows XP オペレーティング・システムに搭載のキーボード・エミュレーションを使

用すると、マウス操作のみでシステムの設定を行うことができます。

オンスクリーン・キーボードにアクセスするには、"Start > Programs > Accessories

> Accessibility > On-Screen Keyboard" を選択します。
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A ハードウェア・インタフェース
このセクションでは、ハードウェア関連のトピックとして、GPIB インタフェース、モ

ニタ、AUX I/O コネクタなどのピン割り当てを紹介します。

リモート制御インタフェースについては、オペレーティング・マニュアルの「Remote

Control Basics」に詳しい説明があります。

その他のインタフェースについては、​ 2.1,「フロント・パネル」 (11 ページ) およ

び ​ 2.2,「リア・パネル」 (19 ページ) で説明しています。

仕様については、データ・シートを参照してください。

A.1 GPIB インタフェース

ピンの割り当て

図 1-1: GPIB インタフェースのピン割り当て

バス・ライン

● データ・バスは、D0 ～ D7 の 8 本で構成されます。

伝送はビット・パラレル、バイト・シリアルの ASCII/ISO コードで行われます。

D0 が最下位ビット、D7 が最上位ビットです。

● 管理バスは、5 本で構成されます。

IFC（Interface Clear）：アクティブ LOW で、接続しているすべての機器のインタ

フェース機能を初期化します。

ATN（Attention）：アクティブ LOW で、各機器はコントローラからのコマンドを受

信し、HIGH は、データ・モード(測定データ送受信など)を示します。
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SRQ（Service Request）：アクティブ LOW で、接続している機器がコントローラに

サービス要求を送信します。

REN（Remote Enable）：アクティブ LOW で、リモート制御への切り替えを許可しま

す。

EOI（End or Identify）：ATN との組み合わせで次の 2 つの機能を持ちます。

– ATN=HIGH のときは、アクティブ LOW でデータ伝送の終了を表します。

– ATN=LOW のときは、アクティブ LOW でパラレル・ポールを開始します。

● ハンドシェイク・バスは、3 本で構成されます。

DAV（Data Valid）：アクティブ LOW で、データを送信中であることを示します。

NRFD（Not Ready For Data）：アクティブ LOW で、接続している機器がデータ受信

準備が完了していないことを示します。

NDAC（Not Data Accepted）：アクティブ LOW で、接続している機器がデータの受

信を完了していないことを示します。

インタフェース機能

GPIB バスで制御可能な装置には、各種のインタフェース機能を実装することができま

す。 次の表示に、R&S AMU 用のインタフェース機能をまとめてあります。

表 1-1: GPIB インタフェース機能

制御文字 インタフェース機能

SH1 ハンドシェイク・ソース機能（ソース・ハンドシェイク）、全機能

AH1 ハンドシェイク受信機能（アクセプタ・ハンドシェイク）、全機能

L4 リスナ機能、全機能、MTA によるアドレス解除

T6 トーカ機能、全機能、シリアル・ポールへの応答、MLA によるアドレス解

除

SR1 サービス・リクエスト機能（サービス・リクエスト）、全機能

PP1 パラレル・ポール機能、全機能

RL1 リモート／ローカル切替機能、全機能

DC1 リセット機能（デバイス・クリア）、全機能

DT1 トリガ機能（デバイス・トリガ）、全機能

A.2 AUX I/O コネクタ

USER コネクタに入力できる信号の概要については、オペレーティング・マニュアルの

「User Marker / AUX I/O Settings」のセクション（表「USER Connector Signals」）を

参照してください。
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表 1-2: AUX I/O コネクタのピン割り当て

ピン 信号 説明

1 .. 25 接地⊥ 接地

26 FHOP_CLK 未使用。将来の拡張のための予備。

27 FHOP_DATA 未使用。将来の拡張のための予備。

28 BURST_GATE_A 未使用。将来の拡張のための予備。

29 .. 38 PARDATA0 ..

PARDATA9

デジタル変調のための 10 ビット・ワード幅のパラレル・データ入力／出

力 0 ～ D。

データ・ソースとして "External Parallel" を選択している場合、これら

のピンがデータ入力になります。

別のデータ・ソースを選択している場合は、このピンからデータが出力さ

れます（"Custom Digital Modulation"、パス A）。

39 USER 3 様々な用途に使用可能な USER 入力／出力。
このピンには、以下の信号を入力することができます。

● マーカ 4（出力パス A または B）
● CW モード出力（パス A または B）
● FHOP_STRB（出力パス A または B）。

この信号は、ARB シーケンスの処理による周波数ホッピングのトリガ
を表します。

● トリガ（出力パス A または B）
この信号は、パス A または B に選択されたトリガ信号（内部信号ま
たは外部信号）に起因するトリガ・イベントを表します。
さらに、2 パスを搭載したモデルの場合は、パス B 用の信号もありま
す。パス A に対応する信号は、AUX I/O インタフェース（クロック・
アウト）のピンに出力されます。

● クロック出力（出力パス B；ビット・クロック・パルスまたはシンボ
ル・クロック・パルス）
この信号は、デジタル変調用クロック信号に相当します。

● LEV ATT（入力／出力パス B）
● BURST（入力／出力パス B）

40 USER 4 様々な用途に使用可能な USER 入力／出力。

41 BURST パス A のバースト・ランプの制御信号の出力／入力。

外部包絡曲線制御（"カスタム・デジタル変調"のみ）の場合は、このピン

が制御信号 BURST_RAMP の入力になります。

内部包絡曲線制御の場合は、制御信号 BURST_RAMP がパス A の出力になり

ます。

2 パスを備えたモデルの場合は、パス B 用の信号をインタフェースに入力

することができます。

42 MARKER 3 A パス A のマーカ信号 3 の出力。出力は固定的に割り当てられます。

43 MARKER 3 B パス B のマーカ信号 3 の出力。出力は固定的に割り当てられます。

44 LEV ATT レベル・アッテネーションを制御するための信号入力／出力。

2 パスを備えたモデルの場合は、パス B 用の信号を USER インタフェース

に入力することができます。

外部包絡曲線制御（"カスタム・デジタル変調" のみ）の場合は、このピン

が制御信号 LEV_ATT の入力になります。

内部包絡曲線制御の場合は、制御信号 LEV_ATT がパス A の出力になりま

す。

AUX I/O コネクタ



ハードウェア・インタフェースR&S®AMU200A

124クイック・スタート・ガイド 1402.5200.18 ─ 06.01

ピン 信号 説明

45 FHOP_STRB 未使用。将来の拡張のための予備。

46 BURST_GATE_B 未使用。将来の拡張のための予備

47 BITCLK 内部モードのビット・クロック出力。

2 パスを備えたモデルの場合は、パス B 用の信号を USER インタフェース

に入力することができます。

48 USER 2 様々な用途に使用可能な USER 入力／出力。

49 SYMBCLK 内部モードのシンボル・クロック出力。

2 パス装置の場合は、パス B 用の信号を USER インタフェースに入力する

ことができます。

50 未使用 未使用

A.3 モニタ・コネクタ（MONITOR）

リア・パネルの 15 ピン Sub-D メス・コネクタ MONITOR は、外部 VGA モニタを接続

するためのコネクタです。

表 1-3: MONITOR コネクタのピン割り当て

モニタ・コネクタ ピ

ン

信号 ピ

ン

信号 ピン 信号

1 赤（出力） 6 GND 11 (NC)

2 緑（出力） 7 GND 12 (NC)

3 青（出力） 8 GND 13 HSYNC（出力）

4 (NC) 9 GND 14 VSYNC（出力）

5 GND 10 GND 15 (NC)

A.4 BERT コネクタ

リア・パネルの 9 ピン Sub-D メス・コネクタ BERT は、ビット・エラー・レート・テ

スタ（BER/BLE 測定オプション、R&S AMU-K80）の信号入力専用です。

表 1-4: BERT コネクタのピン割り当て

モニタ・コネクタ ピン 信号 ピン 信号

1 GND 6 CLOCK

2 GND 7 DATA

3 GND 8 DATA ENABLE

4 GND 9 RESTART

5 GND   
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本機内では、入力信号が終端されません。入力のインピーダンス（50Ω）としきい値

（0.0128 ～ 1.998V）は、"BERT" メニューで設定することができます。

BERT 機能の回路図

BERT コネクタ
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図 1-2: BERT 回路図

BERT コネクタ
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